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テイク):Jウト重量鎗!芯ブラスチック、紙

などの多数の緩!こ君主まれています。ごく

綬絡控請し，か使われない愈翁!こ対して、大

畿の材料が鑓われています。

7Jjしミニウム{諒尚喜英吉宮新しいものですが、完量i援に

霊堂農芸のごみの{中悪事入りをぜるようはなりまし主主。三フ

jレミミf吾{針。0%符さ主辛tI得することができさをまな3アルミ

を苦11'若を喜望茸査するには、 40Wの議覧表ガ10~寺露軍30分点

灯するエネルギー!こ織さ話します。

霊堂緩めごみのち分の 11，主ブラス

チックで、その大吉部分はさ翠主義i乙哲告

のれています。プラスチック容著書

主り、罪主主在来話得手専i緩F懇できるζF

'v悪事擦を緩いさ苦しよう。

天ぷ'3J!lliま緩い切るようiこ:工夫し、

どうしても綾い切れないと替はペット

ボトルiこ入れて、主義主寮荷主主ごみとして

と討し按しよう。

主主古書必警警5るである紙はリサイクルガ揮審議

ですガ、守王手書華分の新織をごみ穏にJ宮でる

と、 90kg無駄!こすることになり設す。

多ぐの霊堂革運潟重量iiill説、プラスチ

ック、紙、主主騒などを複合させ止さ

分離できない重器材r包装おれてい

ます。主義体紫材fて?怨饗されたもの

を潔い設しょう。
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u '1ιb主5年 3Jj
、

壊れた電化製部、おい霊祭察、すり切れだじゅ

うだんなどの持々しか出ないごみと、包装紙、
香車

ヰ
ノ
「
♂
よ
九

主主ごみは台所の三三角コーナーで

玉沢切り宅正してから主主ごみ処潔著書iこ

入れるか、軍需せるごみにと担しさ買レ

ょう。

毒襲ガラスのびんやっぼ

万ラスびんの療材料は幾重蓄!こあ

り主主すが、 1，∞01く耳の完成おのガラ

スを作るため!こi草、銀本会料をiJO罪者

するだめに140eの石泌が必要警と

なりさ安す。従って、びんを議てる

ことは栂当なエネルギーの無駄淡

いをしていること!となります。

さ設さびん、控き缶¥新轡紙などの留日のさをiぎ

から出るごみに分かれます。

競宅管は近代的生活の避けることのできない

車道芸震でですが、後者以霊祭躍のごみの大半を占め

毒善リサイクルボッ

! 資源化リサイクルボックスを台

j 所!こ護憲君君、ごみ箱!こは重電線iこなら

も ないものだけ入れきましょう。

幾分泌していないとみ

家庭のごみを写ぺて一つのごb

綴は入れると、リサイクルはほと

んど不可能となります。また、有

機物と霊童寝室潟の化学童喜吉事後一絡に

鎗てることは危険です。

ており、あ立いが主主建設すれば減らすことがで

きさます。

牛乳パック

その他の紙類~
紙、ガラス、金盤、弾事畿鞠などをそれぞれ

リサイクルでききるようi之、 8U々 部ごみ箱稜持

つのがま緊想的です。

雑誌一

i 幾も少欝めを忍霊祭記入つだ崩事努を遊び若宮しよ

う。室長だ、舞い物iこは緊い糠識を持っていく

の ち患い方 法 で す 。 : 怨 ~ 一一
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E運い物重量を持参し，、滋撃せ包装

の産車芸誌やブラスチックトレイ、

ラップ銭授使った溺おはできる

だけ織わないようにし按しよう。

料還の材組!該{緩い切るようは

し、 霊安段、出主主主主ごみはさ主ごみ

処漠惑に入れて滋〈だし¥)Ji容と

して寧U!'脅しましよう。
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j 綴iえi談、 fおよりびんのほうが再使賠できる

;ものが多い。で怒る駿り再使用できるも的を

i遊び悲しよう。



①ベットポトんを守本局綴してく疋

さい

ペットポトんのほかに、しようi!B

等専の容器患でもかさ安いさ主せん。ピン

iぷ綴わないごくごささい

お天うかす在凝り{添い士三後、じよ

うど等を撃をってペットボトルのや

に入れてくだ在い

ペットパ討叶しは入れるとこさぎの潟践

としてはじようごめiまかi之マヨネ
ーズやヴヂ竹ツブの塁塁審蓄を切っだ

ちころを緩うと後初です

Z護岸司題特集 (4 ) 

奇襲きちんdニ，3¥絞殺してラミぷら泌等専問

の懇喜善oqコ{こ護費いでください

約守記Z五'Jt三つ1さをう出してく芯ざ

し1

おでんの計5Cヲm
杯分
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